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地
域
と
共
に

加
子
母
総
合
事
務
所
長
　
林 

宏
樹

　
今
年
四
月
よ
り
加
子
母
総

合
事
務
所
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
出
身
は
上
桑
原
で
す
。

　
平
成
二
年
に
加
子
母
村
役
場
に
入
り
、

以
来
合
併
ま
で
役
場
勤
め
で
し
た
が
、
合

併
を
機
に
市
役
所
等
へ
異
動
と
な
り
、
い
つ

の
間
に
か
就
職
期
間
の
約
半
分
を
加
子
母

か
ら
離
れ
て
い
た
と
気
付
き
、
自
分
の
こ

と
な
が
ら
驚
き
ま
し
た
。
本
当
に
久
し

ぶ
り
の
加
子
母
勤
務
で
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
地
域
の
行
事
や
催
し
の

中
止
に
留
ま
ら
ず
、
仕
事
や
生
活
に
も
大
き
な

影
を
落
と
す
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ

ル
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
不
透
明
な
見
通
し
で
不

安
な
状
況
は
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
、
感
染
症
に
対
す

る
恐
怖
心
、
誤
解
や
偏
見
に
よ
る
差
別
や
誹
謗
中
傷
も
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
感
染
者
を

傷
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
思
い
や
り
や
人
と
の
絆
を
よ
り

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
地
域
や
個
人
の
社
会
生
活
の
持
続
も
重
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
感
染
対
策≪

①
身
体
的
距
離
の

確
保 

②
マ
ス
ク
の
着
用 

③
手
洗
い
の
徹
底 

④
感
染

流
行
地
域
等
へ
の
不
要
な
移
動
の
自
粛
な
ど≫

を

常
に
心
掛
け
、
油
断
し
な
い
様
に
し
な
が
ら
、

必
要
・
可
能
な
社
会
生
活
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
局
地
的

な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
加
子
母
地
区
で
も
七
月
に
十
日
近

く
続
い
た
大
雨
時
に
、
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
る
ほ
ど
激
し
く
雨
が
降
り
、
水
路
や
沢

な
ど
至
る
所
で
水
が
溢
れ
出
し
ま
し
た
。
こ

の
時
は
、
危
険
を
感
じ
た
多
く
の
皆
さ
ん
が
、

公
民
館
や
地
区
の
集
会
所
、
ま
た
親
戚
等
の
安

全
な
場
所
へ
避
難
さ
れ
、
不
安
な
一
時
を
過
ご

さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
加
子
母
で
は
大
き
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
周
辺
の
地
域
や

全
国
で
は
、
今
年
も
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
一
度
“
も
し
も
の
時“

に
備
え
、
予
め

身
の
回
り
の
確
認
や
非
常
時
の
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
が
本
当
に
大
切
で

す
。
し
っ
か
り
準
備
を
整
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
二
年
度
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況

下
で
進
ん
で
い
ま
す
が
、
加
子
母
に
は
「
村

づ
く
り
は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
村
づ
く
り
」

と
以
前
か
ら
言
わ
れ
続
け
て
い
る
地
域
教
育
の
合

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

合
併
後
、
加
子
母
地
区
で
は
「
む
ら
づ
く
り
協
議
会
」

が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
自
立
を
テ
ー
マ
に
地
域
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
よ
く
考
え
、
話
し
合
い
、

仲
良
く
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
幸
せ
な
地
域
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
む
組
織
と
共
に
、
少
数
の
総
合
事
務
所
職

員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
で
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。林宏樹　上区在住。53才。

妻と息子、娘、両親の6人で仲良く暮らしています。

趣味は犬の散歩。

若連に所属しています。

妻は加子母保育園園長の林あい子先生。
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Pet！わが家の

コ ウ ノ ト リ
加子
母の

赤ち
ゃん

2019 年度
2020 年度

男
女

男
女

4月
0

0
0

１

5月
0

0
０

０

6月
０

０
０

０

7月
2

0
１

０

8月
0

0
１

２

9月
1

1
０

０

10月
0

0

11月
0

0

12月
0

3

1月
0

0

2月
0

1

3月
0

1

計
3

6
2

３

（令和 2 年 9月１5日現在）

からしお 吟 社

短
　歌 

秋
野
菜
揃って
育
つ
我
が
畑
誰
か
に
見
せ
た
い
通
る
人
な
し	

田
口	
美
幸

短
　歌	

し
そ
の
実
の
佃
煮
作
り
母
の
味
実
を
し
ご
き
つつ
記
憶
を
た
ど
る	

中
島	
さ
ち
子

俳
　句	

新
涼
や
少
し
ゆ
る
り
と
池
の
鯉	

熊
崎	

みつゑ

息子が１歳になりました。ある日、一緒に遊んでいると重そうな頭をゆらゆらとさ

せながら立ち上がり、急にのしっと 1歩、２歩３歩と歩き出しました。日々表情

が豊かになり、ゆっくりと変化していく中で、「立ち上がる」「歩く」など目に

見えて大きな変化をする日もあり、あまりに咄嗟の出来事に驚かされていま

す。この記事を書いてる時にはまだ分かりませんが、誕生日にお餅を背負っ

て歩くことができるのか楽しみです。僕は幼い頃、近所のおばあちゃん

がくると縁側でお茶を振舞ったり、自分の家でアイスがもらえないと近

所に家に行ってアイスをもらいに行ったりしていたようです。その頃

はどんなことを考えていたか、今となってはわかりませんが、親だ

けでなく、おじいちゃんやおばあちゃん、兄弟、近所のお兄さん

やおばちゃんなど、多世代のいろいろな人と関わることができ

ていたことが成長過程において良いことであったと思います。

ボクの名前は、「まめ太郎」チワワのオス。ご主

人に出会ったとき、拳に乗るくらい小さくて『豆』

みたいだったんだって。だから「まめ太郎」って名付

けてもらったんだ。もう1 匹のメスのチワワには、ボク

から名前をとって「小豆」って名前を付けたんだって。ボ

クの好きなことは、人の手足をペロペロと舐める事なんだ。

小豆は、おもちゃの引っ張り合いをする事なんだって！ボクは、

番犬できるんだ。知らない人には、吠えて家族にお知らせして

いるんだ。あとは留守番する時に、そろそろ時間かな？と察して

自分でゲージに入るんだ。偉いでしょ。小豆は、２本足でしばらく立っ

て歩くんだ。おねだりする時によくみるよ。ボクは、小豆が近くに来

るのは苦手で、近づくと威嚇するんだけど、小豆はそれでもボクと遊び

たーいって寄って来て、前足で叩いて全速力で逃げて行くんだ。そんな

遊び盛りの小豆は、食べ盛りで自分のご飯を食べ終わった後、ボクが食べ

残したりするとキレイに食べてピカピカになるくらいお皿も舐めるんだ。毎日

お皿は、ピカピカだよ。これからも 2 匹と家族で仲良く暮らしていくんだ

下区　熊崎まめ太郎 7才 · 小豆 1才

「新型コロナ」という言葉を初めて聞いたのは、もう半年も前である。この半年間にそれ以前には考えられなかっ

た出来事が様々に起きた。感染の拡大を防ぐためだといっていろいろな手が打たれた。手を打ち過ぎて経済的な打撃が

大き過ぎたということで、少し緩めると、また感染が拡大する。手の打ち方が悪いんじゃないかとも思うが、もう、岐阜の山奥に住

むおじいさんにとっては、理解し難い。子供達はどうだろう。思いがけなく長い長い春休み (？) があって、長いはずの夏休みがほんの少しで、

さて、後のことは分からない。コロナ次第である。55 年前の加子母の中学生は、今の５倍以上の人数だった。確実に言えることは、学校が休みに

なれば小学生も中学生も絶対喜んだという事だ。 団塊の世代だった。中学を出たまま就職する者も大勢いた。先生に、「お前達は、はかない世

代だ。」と言われた。人数が多過ぎて、「墓も造れない世代」という意味だった。今の子供達は、良いにしろ悪いにしろ、「コロナ世代」と言わ

れるに違いない。「コロナ世代の人達は幸福だ。」と言われるようになって欲しいと、心から思う。               中切   治

佐野智哉の

コロナ世代

先日「絵本の深読み会」というものに参加

しました。一冊の絵本についてアレヤコ

レヤと話すのですが、それはまぁ、盛り

上がりました。自分の好きなものに

ついて語り合うのは楽しいですよね。その時気になったのは「大人は『文

章を読んで』しまう。」という言葉。文章を読んだらすぐに次のページをめ

くってしまいませんか？読んであげている子どもに「まだ見てる」とめくるこ

とを止められること、ありませんか？絵本の情報（内容）のほとんどは「絵」

の中にあるから、あえて文字にしないことが沢山あります。文字だけ読ん

で分かった気分になってしまってはもったいない！その点、子どもたちは、

絵本の絵の世界に入ることが得意です。絵の中で自由に遊んだり感じた

りできる。文章が読めるようになってきた時がご用心。絵本を楽しめる大

人になれるかどうかの境目かもしれません。偉そうに書いている私ですが

実は、文章を読むのが好きで絵本の魅力に気づいたのはつい最近です。

＜大人になったあなたにオススメの本＞　ユリ・シュルヴィッツ「よあけ」

文章はほんの少し、ゆっくりゆっくりページをめくって下さい。ラスト、本当

に素晴らしいです。意外にもアウトドアー派の男性の方に読ん

でいただきたい。静かな落ち着いた夜に、ぜひ。加子

母図書室にありますよ。

（本間）

絵本の世界の楽しみ方

　　　　　　　　ー83 回目の夏ー

7月12日朝、長く続いた雨が上がったので、苦になっていた1.5反の田のボタ草を刈ろうと草刈り機にエンジンをかけ、

「それっ」とボタをまたいだ。その拍子に左足がボタに滑りこみ倒れそうになったのを、左足を踏ん張ってグッとこら

えた。ボタの平らに上がり2.3 歩 歩いてみるとすごく痛い。ーしまった。骨かアキレス腱か？ーと思ってみたが、そ

うでもなさそう。やっとで家にたどり着く。左足に貼り薬をはって、サポーターをして休んだ。足首あたりが紫色

になったが、医者に行くのは様子を見てから・・と大事にしていたら、25 日間で痛みがとれた。でも、その間雨

は降るし畑の仕事も工場の仕事も出来ず、11 年前の左胸の手術痕も痛む。そして足も痛む。コロナも心配

だし、いっときはドン底へ落ちた気持ちでした。でも、痛みが取れ良くなり、掃除や草刈りも娘が来て助け

てくれ、心の中に陽が差し込んできた。どちらをみても草だらけを一気に片付けた。この仕事のできる喜

び、何とも言えません。七転び八起きのごとく、怪我をしないよう十分に気をつけたいと思います。ひ

い婆ちゃん気をつけてやるで、皆んなよろしくね！　　　　　　　　　　　　　　　　きさこ

仕事のできる喜びを
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お持ち帰りも好評です！

こざと

Tel: 79-3618
（サブロクジュウハチ）

定休日 月・火曜日

小郷 けいちゃんの

編集長／秦
編集後記

加子母の美味しい料理や昔の料理など教えてください。

福井やよい ☎ 0573-79-2627

Publisher Hara Yuumi
Editor in Chief Hata Masafumi
Deputy Editor Honma Kiyoko
Editors Taguchi Sachiko
 Tanaka Hiroko
 Sato Yoko
 Sano Tomoya
 Fukui Yayoi
 Susaki Yusa
 Fukui Rie
Correspondent Zenda Nao
Illustrator Honma Kiyoko

2020年9月24日発行 No.186ニ ワ デ ン
（一財）岐阜県消防設備協会会員

消火器の点検、販売、廃
棄処分ご相談ください。
悪質な消火器の
訪問販売にご注意を！

Tel. 79-2285

５年生オンライン美術館見学

保育園環境整備

かし
も食
堂

昔から伝わる絶品料理を紹介！

食には文化があらわれる。

小
学 校

保
育 園

乳
幼

児

Kさん
の秋
刀魚
汁

かしもっ子だよ全員集合！

⇩

秋になると秋刀魚が食べたくなりますね。サンマを、漢字で書くのが好きです。( 笑 )

昨年教えていただいた秋刀魚汁。kさんは子供頃から食べていたそうです。今回取材している

うちに kさんは昔の思い出が甦り、聞いている私も楽しくなりました。kさんの父親が秋刀魚汁が好き

でおばあちゃんがよく作っていたそうです。昔は塩秋刀魚しか手に入いらなかった。または水煮の秋刀魚缶詰で

も作っていたそうです。( 水煮の秋刀魚缶詰を知らなかった) 中区生まれの kさん、秋になると嫁ぎ先でも作るそうです。

焼いた秋刀魚を 3 等分にしてもらって食べていた私には羨ましい秋刀魚汁です。みそ汁仕立てで、絶品です。

  材料

生秋刀魚、大根、さといも、鷹の爪、みそ、日本酒

 作り方

①大根は半月切りにして、鍋に多めの水から煮る。

　里芋は一個を半分に切り、ヌメリをとってから入れて煮る。

②野菜が煮えたら秋刀魚のぶつ切りを入れ、味噌汁位の味付けになるように味噌を入れる。

③食べる直前に鷹の爪、日本酒を入れ味整える。

ものごとの流れが
変化する時を「潮目
が変わる」と言います
が、運命の流れを、どの
ように扱うかはその人に
委ねられています。
チャンスを見逃さず勇気を
持って一歩踏みださなくてはい
けませんが、世の中は巡るめく
スピードで変化しているので、突
然やってくる変化を捉えるのは容易
なことではありません。自ら動けば変
えられる時もあれば、反対に悪い方に
転ぶこともあります。日頃から潮目を読
み、チャンスと思えば躊躇せず掴む。チャ
ンスの神様前髪だけです。
潮目を読み、勇気を持ってチャレンジすれば総
理大臣にだってなれる訳です。
まずはパンケーキを食べることから始めます。

8 月の最終土曜、保護者会の皆

さんによる環境整備作業を行って

頂きました。

残暑の厳しい中、園庭の草刈り、草

取り、遊具とすのこのペンキ塗り、屋根

の上の掃除、など手分けして作業を手際よ

く進めて下さったので時間も早く終了でき、

運動会の練習に向けて、きれいな使いやすい

園庭になりました。お疲れ様でした。

作業の後、役員会での時間に加子母小中ＰＴＡ会

長がみえて、今後の加子母の教育についてのお話が

ありました。まだ幼児の親さんにとって「今」が精一

杯で、「今後の」と聞いても中々想像出来ないものですが、

わかりやすく説明して頂きました。「今」も、もちろん大

切ですが、「今後」の子ども達のために何か出来ないか、

何を大切にしたいか等、親としての思いを親と

しての言葉でこれからも伝え合ってい

けるといいですね。

感染症拡大防止対応の『くるりんぱ開放日』を設けています。

詳しくはこちらからご確認下さい。

加子母・付知子育て支援センター

くるりんぱ

９月１日（火）に５年生が岐阜県立美術館とオン

ラインでつないで図工の鑑賞の授業をしました。

題材は付知町出身の熊谷守一氏の絵画です。

この日は、加子母小から呼びかけて参加し

た阿木小学校の５年生の子も一緒に授

業を受けました。今後阿木小学校の子

達とは、オンラインで国語や算数など

も一緒に行うことで小規模校のデメ

リットを解消していきたいと考えて

います。
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行政相談のご案内　～困ったら 一人で悩まず 行政相談～  
「手続きが分かりにくい。簡素化してほしい」「役所が対応してくれない」「高齢者や障害

者への配慮に欠けている」「どこの窓口に申請してよいか教えてほしい」など、役所の仕

事に関する苦情、意見・要望や行政に関して分からないことなどはありませんか？

そのような時に役に立つのが、総務省の「行政相談」です。行政相談は、国や国が関わっ

ている都道府県・市町村などの業務に関する苦情、意見・要望などを幅広く受け付け、

担当する行政機関とは異なる立場から、必要に応じて、関係行政機関に斡旋を行います。

そして、その解決や実現の促進を図るとともに、行政の制度・運営の改善に活かす仕組

みです。

加子母地区の行政相談

偶数月の第２火曜日（祝日等の関係で変更有）　　行政相談委員　星
ほしじま

島 光
こ う が

雅さん

10月行政相談10月13日（火）13時30分～15時30分 加子母公民館（10月は人権相談と合同開催）

図書室だより
【おすすめ図書】

加子母の人口と世帯数（令和２年9月1日現在） 世帯数：967世帯　男：1,325人　女：1,375人　計：2,700人

このページでは、加子母総合事務所からみなさんへ、地域に密着した情報をお知らせします。
みなさんの身近な地域情報をお寄せ下さい。    (加子母総合事務所:0573-79-2111まで）

こちら総合事務所です10 月の行事予定

【お願い】現在、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため、イベント等が中止や延期、規模を縮小しての開催に
なっています。下記予定も変更等される場合がありますので、
ご承知おきください。

1 木【中学校】登校指導
2 金【中学校】第２回英語検定
3 土
4 日
5 月【小学校】６年生修学旅行

6 火
【保育園】交通安全教室
【小学校】６年生修学旅行
【中学校】３年生修学旅行

7 水
【保育園】年少テーブル作り
【中学校】３年生修学旅行

8 木【保育園】おにぎりの日
9 金【小学校・中学校】前期終業式
10 土
11 日 大型・有害ごみ（9 ～ 13）

12 月

結核・肺がん検診（13：00～13：20）加子母総合事務所
【保育園】ＡＬＴ訪問
【小学校・中学校】後期始業式
【小学校】個別懇談

13 火
人権・行政合同相談（13：30～15：30）

【小学校】個別懇談

14 水
【小学校】個別懇談
【中学校】ハローワーク職業講話

15 木
【保育園】秋の遠足
【小学校】個別懇談

16 金
【保育園】避難訓練
【小学校】個別懇談
【中学校】後期生徒会役員選挙

17 土
18 日 不燃・硬質・資源ごみ（16 ～ 17）
19 月【保育園】身体測定
20 火【保育園】人形劇観劇
21 水【中学校】下呂特別支援居住地校交流

22 木
３か月健診（午後）付知会場　
農事改良組合長会（19：30 ～）

【保育園】誕生日会

23 金
区長会（14：00 ～）

【小学校】1・４年心電図検査、６年血液検査
【中学校】１年心電図検査、２年血液検査

24 土
25 日
26 月
27 火【中学校】全校研究会　理科
28 水【保育園】年長木育

29 木
【保育園】年長栄養指導
【小学校】1・4 年耳鼻科検診
【中学校】１年加子母研修、２年耳鼻科検診

30 金
【保育園】内科検診
【中学校】後期生徒総会

31 土
 　　　　　　　　　

スポーツ・芸術の秋！！
何か新しい事を始めてみ
てはいかがでしょうか？

■晴れ、時々くらげを呼ぶ（著 鯨井あめ）
第１４回小説現代長編新人賞受賞作。父親を亡くしたあと、他者と関わりを持たず、毎日を

こなすように生きてきた「僕」。僕はある日、屋上で「クラゲ乞い」をする奇妙な後輩と出会っ

た。世界をちょっとだけ変えたかった、「僕」と「彼女」と「僕たち」の物語。

■またね。　木内みどりの「発熱中！」（著　木内みどり )
３・１１を契機に、脱原発運動などに積極的に関わり、ひとりの人間として誠実に、そして

自由に、自分にできることを追い求めた女優の木内みどり。２０１９年に急逝した彼女が生

前、自らの活動や熱い思いを書き続けたウェブ連載を書籍化。

■ハーバード流「聞く」技術（著　パトリック・ハーラン）
「聞く（ｈｅａｒ）」「聴く（ｌｉｓｔｅｎ）」「訊く（ｑｕｅｓｔ）」といった様々な聞き方を解説し、

それらを人生のあらゆる場面に「効く」ものにする技術を紹介。「バイアス」の外し方や「批

判的思考」の鍛え方も伝授する。

■戦国武将人物甲冑大図鑑（著 本郷和人）
織田信長、上杉謙信、武田信玄、黒田官兵衛…。群雄が割拠した戦国の世、野望をいだ

いて死力をつくし、歴史に名をのこした武将たち。戦国武将の人物史を、エピソードととも

に紹介。彼らが使用した鎧、兜、刀剣などもくわしく解説。

■家庭料理１００のきほん（編　おいしい健康）
アプリ「おいしい健康」内の「きほんのレシピ」から１００品を厳選。料理に潜んでいる工

夫やコツ、知ってうれしいことを、わかりやすい読み物に書き直し、「料理とはこんなに楽し

い！」というエッセンスをまとめる。料理動画が見られるＱＲコードつき。

■うさぎになったゆめがみたいの ( 作　おくはらゆめ ) 
おひるねの時間、うさぎの夢がみたくて、みーちゃんは前歯を出して寝てみた。うさぎと思っ

たら、テンジクネズミだった。次の日も前歯を出して寝たが…。ここちよい言葉と愛らしい

絵で、おひるねの時間をのびやかに、ユーモラスに描く。


